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岐阜大学 SIP 実装プロジェクトの平成 28 年度の活動 
プロジェクト名：使いたくなる SIP 維持管理技術の ME ネットワークによる実装 

 
責任者  六郷 恵哲 

1. 経緯と目的 

 内閣府主導の「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」の中に，「インフラ維持管理・

更新・マネジメント技術」の分野があり，平成 26 年から SIP 維持管理技術の研究開発が活発に

行われている。地方自治体等における SIP 維持管理技術の利用，すなわち社会実装を促すことを

目的としたプロジェクトの一つとして，平成 28 年 8 月末に岐阜大学 SIP 実装プロジェクトが採

択され，SIP 維持管理技術に関する説明会やフィールド試験を行った。 

2. 活動の内容 

2.1 説明会 

メンテナンスエキスパート（ME）関係者でメンテナンスアドバイザー（MA）を組織し，

発注関係者を除くコアメンバーにより，使いたくなる SIP 維持管理技術として 18 件を選定

した。そのうち 14 件について，4 回に分けて説明会を開催した。説明会では，参加者と技術

開発者との意見交換に重点をおき，技術の利用方法について一緒に考えた。 
2.2 フィールド試験 

説明会で紹介された技術のうち，橋梁点検 4 件，トンネル点検，舗装盛土点検，河川堤防

点検各 1 件の合計 7 件について，技術に適した構造物でフィールド試験を実施した。 
2.3 調査研究 

新技術の実装を進めるうえで，何が障害となっており，どのような対策が有効であるかを

明らかにするために，発注者，受注者，技術開発者等にヒアリング調査を行った。さらに，

インフラを使う地域の人のニーズを抽出し，技術開発のあり方について考察した。 
2.4 構造物モデル 

点検技術の検証や維持管理技術者の育成に役立てるため，建設過程がわかる構造物モデル

「プレストレストコンクリート（PC）橋」，「鋼鈑桁端部」，「トンネル断面」を作製した。 
2.5 ホームページ 

岐阜大学 SIP 実装プロジェクトの活動の案内と報告を中心に，ホームページで紹介した。 
2.6 報告会 

第 1 回報告会（3/10）において，平成 28 年度に取り組んだ説明会（14 件，4 回），フィー

ルド試験（7 件，5 回），調査研究（2 件），構造物モデル製作に関する活動報告を行った。さ

らに，舗装と地盤の点検技術（責任者：八嶋厚教授（岐阜大学））の成果報告も行った。 

3. 今後の予定 

 平成 28 年度に実施したフィールド試験の結果の報告会を，平成 29 年 6 月と 8 月に開催する予

定である。SIP 維持管理技術に関する説明会とフィールド試験も行う。自治体等のインフラ維持

管理業務の中で，SIP 維持管理技術が試行的なものも含め使われることを目指す。 



岐阜大学 SIP 実装プロジェクト 第１回報告会 
－使いたくなる SIP 維持管理技術の地域実装にむけて－ 

 

プログラム 

 
日 時： 平成 29 年 3 月 10 日（金） 14:00～17:00  
会 場： じゅうろくプラザ 5 階大会議室（岐阜市橋本町 1 丁目 10 番地 11，電話：058-262-0150） 
主 催： 岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター 
プログラム（予定）： 

14:00 開会挨拶と活動概要    六郷 恵哲 
来賓挨拶    宗宮裕雄（岐阜県 県土整備部 土木技監） 
来賓挨拶    岡田 有策（SIP インフラ・サブ PD，慶応義塾大学） 

－ 技術報告 － 
14:30 SIP 技術「舗装と盛土構造の点検・診断自動化技術の開発」の実装への取組み

から分かったこと    八嶋 厚，村田 芳信，苅谷 敬三 

－ 活動報告 － 
15:00 SIP 維持管理技術の説明会とフィールド試験から分かったこと 

沢田 和秀，六郷 恵哲，森本 博昭 
15:30 休憩 
15:40 新技術実装の障害と対策に関するヒアリングから  六郷 恵哲，羽田野 英明 
16:00 「地域のひと」に優しい技術のデザイン－技術に対するニーズとは 

古澤 栄二（テイコク），牧野 徹（大日コンサルタント），國枝 稔 
16:15 建設過程がわかる構造物モデルの製作       國枝 稔，木下 幸治，八嶋 厚 

     16:30 意見交換 
16:50 まとめと閉会挨拶    八嶋 厚 
17:00 閉会   

参加費： 無料 
連絡先： 岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター 羽田野英明 宛 

Ｅメール：gjen00088@jim.gifu-u.ac.jp， 電話／FAX：058-293-2436 
     〒501-1193 岐阜市柳戸 1-1 岐阜大学工学部  

――――――――――――― 

意見交流会 （事前申込必要） 
時 間： 報告会終了後    会 費： 3,000 円  
会 場： レストラン「ラ・ローゼ プロバンス」（じゅうろくプラザ１階） 
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六郷 恵哲（岐阜大学） 

  



 

 

 

 



岐
阜

大
学

S
IP

実
装

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

第
１

回
報

告
会

平
成

２
９

年
３

月
１

０
日

／
じ

ゅ
う

ろ
く

プ
ラ

ザ

使
い

た
く
な

る
S
IP

維
持

管
理

技
術

の
地

域
実

装
に

む
け

て

2

開
会

挨
拶

と
活

動
概

要

六
郷

恵
哲

Ｓ
ＩＰ

の
活

動
地

域
実

装
チ

ー
ム

岐
阜

大
学

S
IP

実
装

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

第
１

回
報

告
会

3

「
戦

略
的

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

造
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S

IP
）
」
の

一
つ

に
「
イ

ン
フ

ラ
維

持
管

理
・
更

新
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
技

術
（
S

IP
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
）
」

Ｓ
ＩＰ

の
Ｈ

Ｐ
よ

り

3
4

構
成

（
1
3
チ

ー
ム

）
＜

地
域

実
装

＞
・

北
海

道
大

・
北

海
道

立
総

研
機

構
・

東
北

大
・

岐
阜

大
・

関
西

大
・

愛
媛

大
・

鳥
取

大
・

長
崎

大
・

琉
球

大

活
動

内
容

・
Ｓ

ＩＰ
技

術
の

地
域

実
装

と
事

業
化

推
進

・
維

持
管

理
へ

の
大

学
貢

献
・

情
報

共
有

と
連

携
・

情
報

と
意

見
の

発
信

＜
事

業
化

＞
・

慶
應

大
・

地
域

総
合

整
備

財
団

＜
ｱ
ｾ
ｯ
ﾄ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
技

術
＞

・
東

京
大

・
金

沢
大

地
域

実
装

の
た

め
１

１
チ

ー
ム

が
追

加
採

択

地
域

実
装

連
携

会
議

 -1-



•
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
組

織
に

よ
る

Ｓ
ＩＰ

技
術

の
棚

卸
八

嶋

•
Ｓ

ＩＰ
技

術
の

フ
ィ

ー
ル

ド
試

験
，

比
較

試
験

，
適

用
の

支
援

沢
田

•
地

域
の

ひ
と

に
優

し
い

技
術

の
在

り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

國
枝

•
新

技
術

を
社

会
実

装
し

や
す

く
す

る
た

め
の

調
査

研
究

六
郷

•
活

動
成

果
の

公
表

に
よ

る
Ｓ

ＩＰ
技

術
の

水
平

展
開

木
下

•
建

設
過

程
が

わ
か

る
構

造
物

モ
デ

ル
の

製
作

國
枝

5

岐
阜

大
学

イ
ン

フ
ラ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

（
H

2
0
～

）

岐
阜

社
会

基
盤

研
究

所
で

産
官

学
に

よ
る

共
同

研
究

開
発

（
H

1
4
～

）

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

エ
キ

ス
パ

ー
ト

（
Ｍ

Ｅ
）

養
成

講
座

（
H

2
0
～

）

Ｍ
Ｅ

を
活

用
し

た
点

検
･

修
繕

業
務

委
託

工
事

（
H

2
6
～

）

橋
梁

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
活

用
し

た
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
H

2
2
）

連
携

人
材

育
成

岐
阜

大
学

Ｓ
ＩＰ

チ
ー

ム
「
使

い
た

く
な

る
Ｓ

ＩＰ
維

持
管

理
技

術
の

M
E
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

実
装

」
の

背
景

と
計

画

6

•
Ｍ

Ａ
ｺ
ｱ

ﾒ
ﾝ
ﾊ

ﾞｰ
に

よ
り

，
１

８
Ｓ

ＩＰ
技

術
を

選
定

技
術

の
棚

卸

•
４

回
に

分
け

て
，

１
４

Ｓ
ＩＰ

技
術

を
紹

介
説

明
会

•
５

回
に

分
け

て
，

７
Ｓ

ＩＰ
技

術
を

実
演

フ
ィ

ー
ル

ド
試

験

•
実

装
の

障
害

と
対

策
や

技
術

の
あ

り
方

を
調

査
調

査
研

究

•
Ｐ

Ｃ
橋

，
鋼

桁
端

部
，

ﾄﾝ
ﾈ

ﾙ
断

面
ﾓ
ﾃ

ﾞﾙ
を

製
作

構
造

物
モ

デ
ル

•
Ｈ

Ｐ
を

開
設

し
，

情
報

を
公

開
，

新
聞

報
道

も
Ｈ

Ｐ
等

の
広

報

（
１

）
使

い
た

く
な

る
S
IP

維
持

管
理

技
術

の
M

E
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
に

よ
る

実
装

（
六

郷
）

岐
阜

大
学

の
２

つ
の

Ｓ
ＩＰ

チ
ー

ム
の

活
動

地
震

計
２

４
基

起
振

機
駆

動
部

牽
引

車
両

（
２

）
舗

装
と

盛
土

構
造

の
点

検
・
診

断
自

動
化

技
術

の
開

発
（
八

嶋
～

H2
8）

1
4
:0

0
開

会
挨

拶
と

活
動

概
要

六
郷

恵
哲

来
賓

挨
拶

宗
宮

裕
雄

（
岐

阜
県

土
木

技
監

）

来
賓

挨
拶

岡
田

有
策

（
S

IP
イ

ン
フ

ラ
・
サ

ブ
P

D
）

1
4
:3

0
S
IP

技
術

「
舗

装
と

盛
土

構
…

八
嶋

厚
，

村
田

芳
信

，
苅

谷
敬

三

1
5
:0

0
S
IP

維
持

管
理

技
術

の
説

…
沢

田
和

秀
，

六
郷

恵
哲

，
森

本
博

昭

1
5
:3

0
休

憩

1
5
:4

0
新

技
術

実
装

の
障

害
と

対
策

に
関

…
六

郷
恵

哲
，

羽
田

野
英

明

1
6
:0

0
「
地

域
の

ひ
と

」
に

優
し

い
技

…
古

澤
栄

二
，

牧
野

徹
，

國
枝

稔

1
6
:1

5
建

設
過

程
が

わ
か

る
構

造
…

國
枝

稔
，

木
下

幸
治

，
八

嶋
厚

1
6
:3

0
意

見
交

換

1
6
:5

0
ま

と
め

と
閉

会
挨

拶
八

嶋
厚

1
7
:0

0
閉

会

第
１

回
報

告
会

プ
ロ

グ
ラ

ム

 -2-



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．SIP「インフラ維持管理・更新・マネ
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岡田 有策 
（SIP インフラ・サブ PD，慶応義塾大学） 
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３．SIP 技術「舗装と盛土構造の点検・診

断自動化技術の開発」の実装への取組

みから分かったこと 
 

八嶋 厚 （岐阜大学） 
村田 芳信（岐阜大学） 
苅谷 敬三（岐阜大学） 

 

  



 

 

 

 



ＳＩＰ技術「舗装と盛土構造の点検・診断技術
の開発」の実装への取組みから分かったこと

岐阜大学工学部社会基盤工学科

八嶋 厚・村田芳信・苅谷敬三

１

背景： 豪雨や地震によって道路盛土が崩壊すると、交通網が遮断し、救急救命活動や災害復旧に影響し、大きな損害をも

たらす。また、道路舗装の維持管理では、路面に現れた症状（ひび割れ、わだち掘れ）をもとに予防保全的に補修（オーバー

レイや切削オーバーレイなど）が行われ、舗装の劣化原因を把握して抜本的な対策が行われることは極めて少ない。このた
め、同じ個所で道路補修が繰り返されることになり、将来的なコストの暴騰が懸念される。

目的； ①舗装の劣化原因を含めた健全性と、②盛土の安定性を「同時に効率的に点検・評価」するための、 ③自動化診

断技術を開発する。その診断結果と道路の補修履歴や管理情報に基づいた、本質的な予防保全による道路の長寿命化とラ
イフサイクルコストの軽減を可能とする「道路維持管理マネジメントシステム」を構築する。

研究開発の目的・内容
研究開発の背景と目的

■研究開発項目 ： 点検・モニタリング技術の研究開発
■研究開発テーマ ：舗装と盛土構造の点検・診断自動化技術の開発

■研究責任者 ：岐阜大学 工学部 教授 八嶋 厚
■共同研究グループ：（株）セロリ、（公財）岐阜県建設研究センター

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

開発の３要素

①これまで盛土調査で実績のある２次元表面波探査装置の測定・解析を含めた全自動化

②地下水分布や土の分類に有効な牽引式電気探査の探査深度増大と全自動同時計測化

③現場計測から１次解析までを高速化ならびに標準化するための汎用化

④Ｓ波速度ならびに比抵抗による舗装ならびに盛土評価の基準化

⑤計測結果の利活用方法のマニュアル化ならびに計測結果と道路情報のデータベース化

⑥計測結果をリアルタイムで活用する道路維持管理マネジメントシステム構築（Ｗｅｂ－ＧＩＳ）

研究開発の内容

２
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3333

起振
短い波長
の波

長い波長
の波

周波数によって伝播速度が異なる「分散」

表面波探査の原理
ランドストリーマによる2次元表面波探査（ジオメトリーによる測線展開の説明）

地盤内の振動伝播を多数の受振器で計測する。連
続的に所定の深さまで評価できる。

実績のある既存技術の高度化・効率化

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

２次元表面波探査

比抵抗は地中の間隙率や水分量と相関

キャパシタ電極による探査

比抵抗

Ω

Ｓ波速度

Ｖｓ

牽引式電気探査

電極長さと間隔（電極配置）に応じた所定
の深さの比抵抗を連続的に計測する。

３

道路線形に追従できない。勾配に測線が流される。⇒人手が必要

ランドストリーマー（従来方式）による課題

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術４

 -10-



吊り下げ方式の開発

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

課題:停止時において地震計が舗装面に完全定着しないことがある 計測時間の増大

５

ほぼ牽引車と同じ軌跡を追従する軽量台車を開発⇒人手が不要

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

新らたに考案した台車方式による課題克服

６
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エンコーダと空圧シリンダーで一定間隔で台車を静止させる仕組みを開発

計測間隔の自動制御方式の開発

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術７

空圧によりカケヤの2倍以上の打撃エネルギーを持つ起振装置を開発

起振装置の開発

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術８
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牽引式電気探査用台車の開発

Ohm-Mapper

電気比抵抗探査器の牽引装置の開発

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術９

設計平面図

設計縦断図

S波速度断面図

高盛土の健全性調査箇所での探査

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１０

新しいシステムで計測が高速化した
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自動計測による盛土評価と地盤評価例

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

 12
 10
 8
 6
 4
 2
 -0

深

度

 (m)
 -50  0  50  100  150  200  250  300  350

距 離 程  (m)

養老赤坂線_起振機10mp_CMP解析

(m/s)

S波速度

100

340

580

 縮尺（横）＝1/2000 
 縮尺（縦）＝1/666 

 12
 10
 8
 6
 4
 2
 -0

深

度

 (m)
 -50  0  50  100  150  200  250  300  350

距 離 程  (m)

液状化抵抗率(FL)
FL

0.0

0.4

0.8

 縮尺（横）＝1/2000 
 縮尺（縦）＝1/666 

S波速度

Ｖs による液状化評価

比抵抗に基づく細粒
分含有率予測による
解析結果の高度化

盛土の評価基準の考え方

Ｖｓ

Ω

盛土盛土
地山地山

深
度

Ｖs＆Ω による盛土評価 Ｖs＆Ω 同時計測・自動解析

１１

社会基盤構造物長寿命化修繕計画の目的

「従来の対症療法型から予防保全型に転換し、既存社会基盤構造物の健全
性の低下を防止し長寿命化を図ることで、社会基盤構造物の安全性の確保を
図りながらコストの縮減へもつなげることで、効率的な更新・維持管理を実施す
る」といった主旨が多い

劣化曲線イメージ 維持管理コストイメージ

健
全

度

維
持

管
理

費
用

大規模
補修 更新

更新

大規模
補修

経過時間 経過時間

－予防保全型
－対処療法型

－予防保全型
－対処療法型

社会基盤構造物長寿命化計画とは？

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１２
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劣化曲線イメージ

健
全

度

大規模

補修

更新

小規模

補修

小規模

補修
小規模

補修

ー予防保全型
ー対処療法型

経過時間

設計基準
社会環境

設計基準
社会環境

設計基準
社会環境

設
計
基
準
と
構
造
物
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
変
化
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
要
求
性
能
と
そ
れ
に
対
す
る
健
全
度
も
当
然

変
化
し
て
い
る
。

健全度とは？

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１３

健
全

度

経過時間

土構造物：
・そもそも初期応力と

強度の把握が難しい
・検討領域がわからない

コンクリート・鋼構造物：
初期応力と強度を設定できる
検討領域を設定できる

？

？

？

計測：
ある時点の計測から将来を予測するしかない

初期状態と取扱う範囲

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１４

 -15-



探査状況写真

補強土壁天端（トンネルに向かって壁の
勾配がゆるくなり路面と離れる）

補強土壁遠景

旧来のランドストリーマーを用いて（最大で200m/時間の速度）

初期状態を計測してみましょう

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１５
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橋梁 橋梁

尾根部 尾根部

E
P
S

E
P
S

E
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S

補強土

A測線 B測線 C測線

補強土補強土

探査区間S波速度断面
切盛境界カルバートのごく近傍

密度管理をしていてもこんなに違う

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１６
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（NEXCO中日本HPより）

新しく使われ始めた土構造物

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１７

どのくらい健全か、ご存知ですか？

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１８
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日本道路公団試験研究所 ;正会員 加藤喜則,正会員 長尾和之,国際会員 北村佳則,正会員 藤岡一頼,川崎地質株式会社 ;正会員
三嶋信雄,正会員 黛 廣志,正会員 山辺 晋
原位置試験から推定される高速道路盛土の力学性能, 第39回地盤工学研究発表会（新潟）2 0 0 4 年7 月

既存の高速道路盛土の力学性能

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術１９

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

既存の高速道路盛土の力学性能

２０
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インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

新しいシステムで測ってみましょう！

計測速度 最大617m/時、3.15km/日（実働6時間、移動設置含）。
所定期間で計測を完了、一次解析結果を供用開始前に報告。

高速化を達成！
２１
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インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

盛土のS-波速度分布（硬さや強さの分布）

２２
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１．盛土の初期状態の剛性（S-波速度）が、連続的に得られた。

２．異なる盛土材料の区間で、S-波速度に大きな違いが見られた。
・掘削ズリ（堆積岩）で施工された区間（A-区間）：

Vsの最小値は、 300 m/sec 以上
・まさ土で施工された区間（B-区間）：

Vsの最小値は、 約200 m/sec （十分健全）

A-区間の剛性は、B-区間の剛性に比べてかなり大きい
A-区間の強度は、B-区間の強度に比べてかなり大きい

同じ施工基準（密度管理）に基づいて造ったにもかかわらず！！

・初期の剛性や強度の把握は難しかったが、

「できるようになった！！」

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

わかったこと（新規開通土工区間）

２３

土構造物の初期状態を知ることは難しい。

実はあまり測ってこなかった。

最新の計測技術で測れるようになってきた。

SIP技術によって、効率的に初期条件を知ることが可能

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

わかったこと

残された問題：走行車両や周辺高次のノイズに負けない震源の開発
 FWD試験との併用(ハイブリッドシステム）

２４
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インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

FWD試験との併用（できました！）

・ ノイズに負けない計測技術の開発が達成

・ 新しい併用技術が達成（ＳＩＰの発展形！）
舗装と路床の評価：FWD試験（実績多・得意です）
路床以下の路体もしくは地山の評価：ＳＩＰ技術

２５

自動計測による地盤評価とFWD試験結果

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術
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安定>1.0>不安定もしくは粘性土

安定(青色）
>1.0(緑色）>不

安定もしくは粘
性土（赤色）

試験後切削オー
バーレイを実施
施工後のFWD試
験を実施予定

修繕方法と補修
範囲の提案

局所的対応と区
間的対応の判断
と適用

⇒舗装修繕と盛土予
防保全の新技術

２６
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H28年度修繕工事（工事記録より）
施行延長 236.0m 6.0~m（A=1,630m2）

（当該区間は、測線距離135～372.5m）
路面切削工t=3cm A=1,660m2）
路面切削工t=4~9cm A=1,630m2）
表層工（改質Ⅱ型As20mmtop,t=5cm ） A=1,660m2

表層工（改質Ⅱ型As20mmtop,t=5cm ） A=1,630m2

基層工（再生粗粒度As20mmtop,t=5cm）A=350m2
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240m付近補修跡130m付近（H28修繕予定区間）

修繕工事（現地の状況より）
H28年6月FWD測定時点で、わだち掘れならびにこれに沿った縦
断クラックが顕著である。240m付近には、わだち沿ってオーバ
ーレイによる修繕跡がみられる。

FWD試験結果
修繕工事の前後において、FWD試験のたわみ

量に増減がみられ、確実なたわみの減少傾向
（改善）が確認できない。

舗装修繕前後のハイブリッド調査
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２時期の差 修繕区間（測線距離135～372.5m）の表層に
速度増加がみられる。

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術２７

舗装のﾗｲﾌｻｲｸﾙ調査 MCI

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術
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簡易路面性状調査による舗装ﾗｲﾌｻｲｸﾙの実態調査

路線ごとの上下線でのMCI値の比較

MCIに基づく舗装劣化の特徴
局所的な舗装劣化の進行が確認できる。100
～200m毎に発生（ひび割れ）。

続く周辺での加速的な舗装劣化の進行が確
認できる。50m区間平均MCIは、最大1.0/年の
変化（低下）。

舗装劣化に上下線の共通性はそれほど高く
ないが、劣化の少ない区間は共通しており地
盤（路床・路体）が良好であると考えられる。

？

？

？ ？ ？

？

２８
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舗装点検要領の改訂H28.9

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

ハイブリッド点検・診断
システムによる合理化

点検
基本諸元

使用目標年数

大型車交通量

診断
ひび割れ率

わだち掘れ量

平坦性IRI

補修ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

経過観察

通行規制

措置

効果的で効率的な
修繕の実施

舗装

マネジメント

システム

記録

舗
装
の
長
寿
命
化
・
Ｌ
Ｃ
Ｃ
縮
減

走
行
性
・快
適
性
の
向
上アセットマネジ

メントシステム

①舗装の修繕の効率的な実施を目的として規定
②「損傷の進行速度」や道路の特性に応じた分類
③舗装種別毎の構造特性を考慮し点検の考え方を規定
④アスファルト舗装では、「使用目標年数を設定」し、計画に基づく適切な診断によりＬＣＣを縮減
⑤コンクリート舗装では、構造上の弱点となる目地部等の状態を重点的に確認することを規定

舗装点検要領の改訂H28.9のポイント

点検
基本諸元

使用目標年数
大型車交通量

診断
ひび割れ率
わだち掘れ量
平坦性IRI

補修ｵｰﾊﾞｰﾚｲ
経過観察
通行規制

措置

舗装
マネジメント

システム

記録

走
行
性
・快
適
性
の
向
上

メンテナンス
サイクル

共用年数が使用目標年数
に満たない繰返し補修！

２次元表面波探査と電気探査の
自動化技術に基づく舗装部と土
工部の一体評価による舗装劣
化の要因分析と基準化。
FWD試験とのハイブリッド計測
による要因分析の合理化。

要因分析に基づいたＬＣＣを最
小化する最適な長寿命化修繕
方法の提案。

舗装マネジメントからアセットマ
ネジメントへの維持管理のイノ
ベーションの推進。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
イ
ク
ル

原因

２９

健全度に基づいた舗装性能予測

表層の供用年数が使用
目標年数に近い例

最も劣悪
な道路

早期に劣化が進行
している区間

最も健全
な道路

路盤以下の健全性を確認し、詳細調
査を踏まえた修繕計画が必要な区間

点
検･

診
断
さ
れ
た
道
路
区
間

経過年数

例
え

ば
M

CI
に

基
づ

く
舗

装
の

健
全

度

道路土工と舗装の一体型長寿命化修繕

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術３０
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点検の階層レベルに基づいた舗装点検データ項目の分類

Data Level 1
(100%)

Data Level 2
(X%)

Data 
Level 3

(Y%)

中期的
補修計画

年度的
補修計画

抜本的
補修計画

＋

・ 通常点検（ひび割れ率、わだち
掘れ量、ＩＲＩ）

・ 全区間を対象に行う
・ 路面性状点検車などの利用

・ 詳細点検（舗装と路床状態の把握）
・ 早期に劣化が進行している区間を

対象に行う
・ ＦＷＤ試験の実施など

・ より詳細な点検（路床以下の状態の把握を含む）
・ 早期劣化進行区間と路体の安定性評価を

対象に行う
・ ボーリング調査、支持力試験等

点検計画補修計画

道路土工と舗装の一体型長寿命化修繕

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

岐阜大学のＳＩＰ自動化システム：Level ２＆３の点検を同時に効率的に達成する。

３１

維持管理サイクルとモニタリングの位置づけ

点検

記録

診断補修

① 点検の効率化と高度化
・ ２次元表面波探査・電気

比抵抗探査の全自動化
・ 電気比抵抗探査深度の

増大

② 診断の効率化と高度化
・ 現場計測から１次解析ま

でを高速化・標準化
・ Ｓ波速度と比抵抗による

舗装と盛土の安定性評価

③ 記録の効率化と高度化
・ 計測結果と道路情報の

データベース化
・ 道路維持管理マネジメント

システム構築（Web-GIS）

④ 補修方法の最適化
・ 抜本的な補修方法の妥

当性の検証（今後）
・ 効率的な補修方法の提

案（今後）

道路土工と舗装の一体型長寿命化修繕

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術３２
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４．SIP 維持管理技術の説明会と 

フィールド試験から分かったこと 
 

沢田 和秀（岐阜大学） 
六郷 恵哲（岐阜大学） 
森本 博昭（岐阜大学） 
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の
予

測
・
検

知
方

法
の

実
証

試
験

／
荘

司
泰

敬
（
応

用
地

質
）

二
輪

型
マ

ル
チ

コ
プ

タ
を

用
い

た
ジ

オ
タ

グ
付

近
接

画
像

を
取

得
可

能
な

橋
梁

点
検

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム

の
研

究
開

発
／

沢
崎

直
之

（
富

士
通

）
舗

装
と

盛
土

構
造

の
点

検
・
診

断
自

動
化

技
術

の
開

発
／

八
嶋

厚
（
岐

阜
大

）

説
明

会
の

開
催

（
つ

づ
き

）
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説
明

会
で

の
意

見
交

換
の

た
め

の
資

料

5

対
象

Ｓ
ＩＰ

技
術

の
説

明
資

料
•

Ｓ
ＩＰ

イ
ン

フ
ラ

の
Ｈ

Ｐ
に

公
開

さ
れ

て
い

る
４

～
６

枚
の

Ｐ
Ｐ

Ｔ
資

料
，

等

対
象

Ｓ
ＩＰ

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
シ

ー
ト

•
事

前
の

質
問

や
意

見
と

，
そ

れ
に

対
す

る
開

発
者

か
ら

の
コ

メ
ン

ト

対
象

Ｓ
ＩＰ

技
術

の
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
•

優
れ

た
点

，
改

良
・
利

用
・
組

合
せ

提
案

，
期

待
，

等
を

開
発

者
へ

•
参

加
者

の
立

場
（
Ｍ

Ａ
，

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

，
聴

講
者

）
を

記
入

当
日

の
質

疑
応

答
の

記
録

説
明

資
料

ア
ピ

ー
ル

シ
ー

ト
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
質

疑
応

答

参
加

者
と

開
発

者
と

の
意

見
交

換
を

，
多

段
階

で
行

う
ニ

ー
ズ

を
伝

え
，

新
技

術
の

利
用

方
法

を
一

緒
に

考
え

る
資

料
は

確
認

の
う

え
，

岐
阜

大
Ｓ

ＩＰ
実

装
の

Ｈ
Ｐ

で
公

開

説
明

会
で

の
意

見
等

技
術

の
開

発
者

か
ら

は
，

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
や

意
見

が
今

後
の

開
発

に
参

考
に

な
る

と
の

感
想

が
多

く
寄

せ
ら

れ
た

。

参
加

者
か

ら
は

，
例

え
ば

下
記

の
よ

う
な

様
々

な
意

見
が

述
べ

ら
れ

た
。

–
技

術
の

開
発

者
に

，
技

術
に

対
す

る
熱

い
思

い
を

語
っ

て
も

ら
い

，
よ

い
点

だ
け

で
な

く
問

題
点

も
含

め
て

説
明

し
て

も
ら

う
と

好
感

が
も

て
る

。

–
既

存
手

法
の

完
全

代
替

に
拘

ら
ず

，
特

徴
を

生
か

し
た

新
し

い
使

い
方

や
，

技
術

の
部

分
活

用
も

有
効

で
る

。

–
他

の
Ｓ

ＩＰ
イ

ン
フ

ラ
開

発
グ

ル
ー

プ
の

技
術

と
組

合
せ

る
と

魅
力

が
増

す
。

–
社

会
実

装
さ

せ
て

い
る

技
術

に
新

技
術

を
付

加
す

る
手

法
は

,興
味

深
い

。

–
発

注
時

の
仕

様
書

の
中

で
新

技
術

を
指

定
す

る
方

法
よ

り
も

，
設

計
変

更
で

新
技

術
を

取
り

入
れ

る
方

法
が

容
易

。

–
新

技
術

を
自

治
体

で
最

初
に

使
う

こ
と

は
容

易
で

な
い

の
で

，
鉄

道
や

電
力

等
の

イ
ン

フ
ラ

企
業

で
新

技
術

利
用

の
実

績
を

増
や

す
と

よ
い

。

–
“
最

近
”
特

に
困

っ
て

い
る

こ
と

を
解

決
す

る
技

術
は

実
装

し
や

す
い

が
，

既
存

の
技

術
を

置
き

替
え

る
技

術
の

実
装

は
容

易
で

な
い

。
6

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

の
意

見
や

ア
イ

デ
ア

の
例

高
速

走
行

型
非

接
触

レ
ー

ダ
ー

に
よ

る
ト

ン
ネ

ル
点

検
•

計
測

機
材

を
船

に
積

み
，

用
水

路
や

ダ
ム

の
水

路
の

内
部

を
点

検
す

る
と

よ
い

。
所

定
の

点
検

様
式

へ
の

自
動

出
力

機
能

が
あ

れ
ば

，
さ

ら
に

楽
で

あ
る

。

打
音

検
査

で
き

る
飛

行
ロ

ボ
ッ

ト
に

よ
る

橋
梁

点
検

•
車

輪
が

付
い

て
お

り
，

飛
行

体
の

み
に

比
べ

，
非

常
に

安
定

し
て

い
る

。
安

定
走

行
時

に
，

モ
ニ

タ
ー

を
見

な
が

ら
操

縦
で

き
る

と
よ

い
。

球
殻

を
有

す
る

飛
行

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
橋

梁
点

検
•

球
殻

で
守

ら
れ

，
高

い
操

縦
ス

キ
ル

が
不

要
な

の
で

，
自

分
達

で
運

用
で

き
そ

う
。

配
管

等
の

添
架

物
の

多
い

橋
梁

に
威

力
を

発
揮

す
る

。

打
音

点
検

に
よ

る
橋

梁
点

検
」
の

場
合

•
打

音
の

分
析

に
よ

り
，

浮
き

の
剥

落
時

期
を

予
測

で
き

れ
ば

，
た

た
き

点
検

時
期

を
決

定
で

き
る

。
7

［
第

１
回

］
1
1
 月

2
9
 日

（
火

）
／

球
殻

飛
行

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
橋

梁
点

検

［
第

２
回

］
1
月

1
6
 日

（
月

）
／

高
速

走
行

型
非

接
触

レ
ー

ダ
ー

に
よ

る
ト

ン
ネ

ル
点

検

［
第

３
回

］
1
 月

3
1
日

（
火

）
／

舗
装

と
盛

土
構

造
の

点
検

・
診

断

［
第

４
回

］
2
月

8
日

（
水

）
／

大
型

除
草

機
械

に
よ

る
河

川
堤

防
点

検

［
第

５
回

］
2
 月

2
2
 日

（
水

）
／

飛
行

ロ
ボ

ッ
ト

，
ロ

ボ
ッ

ト
カ

メ
ラ

，
打

音
に

よ
る

橋
梁

点
検

8
8

フ
ィ

ー
ル

ド
試

験
の

実
施

堤
防

点
検

の
様

子
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フ
ィ

ー
ル

ド
試

験
の

準
備

と
運

営
等

9

事
前

の
準

備
•

施
設

管
理

者
へ

の
依

頼
，

実
施

計
画

書
作

成
，

全
体

と
当

日
の

工
程

表
，

飛
行

ロ
ボ

ッ
ト

（
Ｕ

Ａ
Ｖ

）
の

場
合

は
飛

行
制

限
確

認
，

河
川

の
橋

梁
の

場
合

は
河

川
敷

の
使

用
許

可
手

続
き

，
道

路
ト

ン
ネ

ル
の

場
合

は
交

通
規

制
手

続
き

と
看

板
設

置
，

必
要

に
応

じ
て

高
所

作
業

車
や

ト
イ

レ
車

や
電

源
車

の
手

配
，

イ
ベ

ン
ト

保
険

，
等

当
日

の
運

営
•

受
付

作
業

，
資

料
配

布
，

説
明

用
マ

イ
ク

や
モ

ニ
タ

ー
，

不
足

す
る

ヘ
ル

メ
ッ

ト
等

の
持

参
，

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

回
収

，
等

事
後

の
対

応
•

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

集
計

，
議

事
録

作
成

，
Ｈ

Ｐ
上

で
公

表
，

等

球
殻

飛
行

ロ
ボ

ッ
ト

10

第
１

回
フ

ィ
ー

ル
ド

試
験

（
11

/2
9，

Ｈ
Ｐ

よ
り

）
橋

梁
点

検

飛
行

ロ
ボ

ッ
ト

対
象

橋
梁

（
桁

下
）

点
検

状
況

確
認

説
明

10

第
２

回
フ

ィ
ー

ル
ド

試
験

（
1/

16
，

Ｈ
Ｐ

よ
り

）
ト

ン
ネ

ル
点

検 11

従
来

技
術

（
接

触
型

レ
ー

ダ
ー

）
に

よ
る

確
認

意
見

交
換

の
様

子

点
検

車
輛

の
説

明
点

検
車

輛
に

よ
る

計
測 11

第
３

回
フ

ィ
ー

ル
ド

試
験

（
1/

31
，

Ｈ
Ｐ

よ
り

）
舗

装
･盛

土
点

検 12 12

計
測

シ
ス

テ
ム

後
尾

部

計
測

シ
ス

テ
ム

先
頭

部

意
見

交
換

12
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第
４

回
フ

ィ
ー

ル
ド

試
験

（
2/

8，
Ｈ

Ｐ
等

よ
り

）
河

川
堤

防
点

検

13 13
大

型
除

草
機

械
に

取
付

け
ら

れ
た

計
測

機
器

モ
グ

ラ
の

穴

寺
勾

配
（
反

り
上

が
る

勾
配

）
も

検
出 13

第
５

回
フ

ィ
ー

ル
ド

試
験

（
2/

22
，

Ｈ
Ｐ

よ
り

）

橋
梁

点
検

３
種

類

14

懸
垂

型
ロ

ボ
ッ

ト
カ

メ
ラ

ポ
ー

ル
打

音
検

査
機

駆
動

車
輪

付
き

飛
行

ロ
ボ

ッ
ト

新
聞

報
道

の
例

•
「
素

人
に

も
分

か
り

易
い

技
術

説
明

」
や

「
初

め
て

の
内

容
」
が

好
ま

れ
る

15
15

16

点
検

調
書

（
球

殻
飛

行
ﾛ
ﾎ

ﾞｯ
ﾄで

調
査

）

16

こ
こ

を
拡

大
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17

点
検

調
書

の
写

真
の

拡
大

18

19

フ
ィ

ー
ル

ド
試

験
の

感
想

20

説
明

資
料

よ
り

説
明

会
で

の
説

明
が

分
か

り
易

く
，

さ
ら

に
，

説
明

会
よ

り
フ

ィ
ー

ル
ド

試
験

で
の

実
演

が
分

か
り

易
い

。

維
持

管
理

技
術

者
の

育
成

に
は

，
現

場
や

実
演

や
実

物
を

見
る

こ
と

が
大

切
。

大
学

等
に

よ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
試

験
開

催
の

ニ
ー

ズ
は

大
き

い
。

説
明

会
で

説
明

を
聞

か
な

い
と

，
新

技
術

に
適

し
た

フ
ィ

ー
ル

ド
試

験
場

所
を

選
ぶ

こ
と

は
難

し
い

。

各
種

許
可

，
機

材
，

人
員

等
の

関
係

で
準

備
と

調
整

は
大

変
で

あ
る

。
舗

装
と

盛
土

の
点

検
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21

法
定

点
検

（
５

年
に

１
回

近
接

目
視

）
の

代
替

容
易

で
な

い
：

要
領

の
改

訂
や

要
領

の
代

替
が

必
要

２
順

目
点

検
で

は
，

条
件

を
満

た
せ

ば
使

い
た

い
と

の
要

望

一
連

の
業

務
の

中
で

，
使

え
る

と
こ

ろ
に

使
い

，
実

績
に

〇
建

設
後

の
竣

工
検

査
：

構
造

物
の

竣
工

時
に

初
期

値
を

と
る

○
定

期
点

検
：

人
が

重
点

的
に

点
検

す
べ

き
箇

所
を

事
前

に
抽

出
す

る
た

め
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
〇

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

：
変

状
箇

所
の

変
化

を
定

期
的

に
観

察
・

詳
細

点
検

：
人

が
点

検
〇

地
震

後
の

臨
時

点
検

：
地

震
直

後
の

迅
速

な
危

険
個

所
抽

出
◎

補
修

設
計

用
調

査
：

補
修

設
計

図
書

作
成

用
の

デ
ー

タ
収

集
〇

補
修

後
の

竣
工

検
査

：
補

修
工

事
の

竣
工

時
に

初
期

値
を

と
る

Ｓ
ＩＰ

の
調

査
点

検
技

術
（
例

：
ド

ロ
ー

ン
系

）
の

地
域

実
装

の
ア

イ
デ

ア

22

Ｈ
Ｏ

Ｍ
Ｅ

概
要

活
動

各
種

情
報

Ｓ
ＩＰ

技
術

関
連

情
報

h
tt

p:
/
/
m

e
-
u
n
it
.n

e
t/

22

Ｈ
Ｐ

に
よ

る
各

種
行

事
の

案
内

と
報

告
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1

新
技

術
実

装
の

障
害

と
対

策
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

六
郷

恵
哲

，
羽

田
野

英
明

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

内
容

実
装

の
障

害
と

対
策

と
留

意
点

関
係

者
に

望
ま

れ
る

取
組

み
，

等

目
的

•
新

技
術

の
実

装
を

す
す

め
る

た
め

，
何

が
障

害
と

な
っ

て
お

り
，

ど
の

よ
う

な
対

策
が

必
要

で
あ

る
か

を
明

ら
か

に
す

る
。

対
象

•
自

治
体

職
員

，
国

交
省

職
員

•
技

術
開

発
者

•
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

職
員

，
建

設
会

社
職

員

•
大

学
教

員

主
な

内
容

•
新

技
術

の
実

装
に

と
っ

て
の

障
害

•
新

技
術

の
実

装
を

促
す

た
め

の
対

策

•
新

技
術

を
実

装
す

る
際

の
留

意
点

•
面

白
い

取
組

み
事

例
や

他
分

野
で

の
事

例

2

新
技

術
実

装
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

新
技

術
の

実
装

に
と

っ
て

の
障

害
（
途

中
）

公
平
性

を
担

保
で

き
な

い
会

計
検

査
の

対
応

が
不

安
企

業
や

技
術

に
お

墨
付

き
基

準
や

要
領

を
満

さ
な

い
高

コ
ス

ト
で

低
メ

リ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
の

発
生
が

不
安

ニ
ー

ズ
の

把
握
が

不
十

分
性

能
や

精
度

に
不

安
あ

り
長

期
技

術
サ

ポ
ー

ト
不

安
技

術
習

得
や

変
更

が
負

担
利

点
や

欠
点

が
不

明
確

効
果

を
確

認
で

き
な

い

発
注

者
，

１
６

名
開

発
者

，
１

１
名

該
当

最
も

•
そ

の
他

意
見

：
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

の
評

価
方

法
が

無
い

，
納

入
に

時
間

が
か

か
る

，
歩

掛
が

無
い

，
同

等
品

が
無

い
，

等
。

3

新
技

術
の

実
装

を
促

す
た

め
の

対
策

（
途

中
）

発
注

者
，

１
６

名
開

発
者

，
１

１
名

新
技

術
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム

要
領

で
新

技
術

導
入

を
記

載

学
会

等
の

技
術

評
価

制
度

学
会

等
の

基
準

や
指

針
整

備

新
技

術
関

係
者

の
技

術
協

会

新
技

術
の

適
用

例
の

提
供

中
立

的
な

技
術

評
価

制
度

民
間

等
で

新
技

術
活

用
実

績
該

当
最

も

4

•
そ

の
他

意
見

：
試

験
施

工
実

施
，

協
会

等
で

歩
掛

作
成

，
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

を
行

い
講

習
会

等
で

P
R

，
等

。
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新
技

術
を

実
装

す
る

際
の

留
意

点
（
途

中
）

既
存

業
界

と
の

利
害

考
慮

地
元

企
業

参
画

へ
の

配
慮

効
率

化
と

高
度

化
の

使
分

け

活
用

方
法

と
効

果
の

明
確

化

確
実
な

検
査

確
認

方
法
必

要

国
の

基
準

等
の

多
要

素
関

連

発
注

者
，

１
６

名
開

発
者

，
１

１
名

該
当

最
も

•
そ

の
他

意
見

：
国

の
お

墨
付

き
が

あ
る

と
会

計
検

査
対

象
工

事
で

使
い

易
い

，
納

入
遅

延
等

の
デ

メ
リ

ッ
ト

情
報

も
明

示
す

べ
き

。
5

「
新

技
術

実
装

の
障

害
と

対
策

の
体

系
化

」
の

例

新 技 術 が 実 装 さ れ に く い

実
装

へ
の

障
害

の
例

対
策

の
例

発
注

者
が

新
技

術
導

入
の

必
要

性
を

感
じ

な
い

発
注

担
当

者
の

デ
メ

リ
ッ

ト
多

い

建
コ

ン

・
施

工
業

者
の

メ
リ

ッ
ト

が
な

い

瑕
疵

リ
ス

ク
が

増
大

技
術

調
査

に
よ

る
コ

ス
ト

負
担

が
増

大

導
入

が
受

注
拡

大
に

結
び

つ
か

な
い

導
入

の
説

明
責

任
が

増
大

現
行

の
運

用
ル

ー
ル

に
適

合
し

な
い

導
入

効
果

が
確

認
で

き
な

い

性
能

、
精

度
の

保
証

が
な

い

瑕
疵

へ
の

対
応

が
不

明
確

公
平

性
の

確
保

必
要

要
領

や
基

準
等

に
適

合
し

な
い

、
記

載
さ

れ
て

い
な

い

発
注

者
の

運
用

体
制

を
変

え
る

の
は

大
変

個
別

技
術

の
み

で
は

効
果

発
現

に
限

界

デ
メ

リ
ッ

ト
が

確
認

で
き

な
い

メ
ー

カ
ー

保
証

（信
頼

性
、

耐
久

性
）
が

不
十

分

長
期

的
な

技
術

サ
ポ

ー
ト

が
不

十
分

誰
が

補
償

す
る

か
不

明
確

保
険

制
度

が
な

い

特
定

企
業

の
技

術
に

依
存

要
領

等
に

記
載

基
準

や
指

針
の

制
定

デ
メ

リ
ッ

ト
の

明
確

化

技
術

評
価

制
度

性
能

規
定

型
の

発
注

地
元

企
業

の
メ

リ
ッ

ト
確

保

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

、
総

合
評

価
型

の
発

注
6

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

感
想

•
要

領
等

に
記

載
さ

れ
る

な
ど

し
て

，
開

発
目

標
が

明
確

で
，

活
用

さ
れ

る
こ

と
が

明
確

で
あ

れ
ば

，
開

発
者

は
開

発
に

取
り

組
み

や
す

い
。

•
技

術
の

評
価

は
容

易
で

は
な

い
が

，
「
特

定
の

企
業

の
み

が
持

つ
技

術
を

使
う

と
よ

い
こ

と
」
を

，
中

立
機

関
が

助
言

す
る

こ
と

は
容

易
。

•
発

注
者

に
と

っ
て

，
説

明
や

発
注

資
料

作
成

が
容

易
と

な
る

よ
う

な
資

料
が

望
ま

れ
る

（
実

績
，

仕
様

書
記

載
例

，
単

価
，

留
意

点
等

明
記

）
。

•
従

来
の

性
能

を
改

良
す

る
技

術
よ

り
も

，
最

近
特

に
困

っ
て

い
る

こ
と

を
解

決
す

る
技

術
は

使
わ

れ
や

す
い

（
再

）
。

•
新

技
術

が
持

つ
性

能
を

簡
便

，
確

実
に

確
認

で
き

，
設

計
施

工
等

の
業

務
に

組
み

込
み

や
す

い
と

，
そ

の
技

術
は

使
わ

れ
や

す
い

。

•
材

料
系

新
技

術
よ

り
も

，
点

検
系

新
技

術
の

方
が

使
わ

れ
や

す
い

。

7

関
係

者
別

に
望

ま
れ

る
取

組
み

国 •
要

領
等

の
記

載
の

加
筆

，
明

確
な

目
標

の
技

術
開

発
の

支
援

，
予

算
裏

付

開
発

者
•

ニ
ー

ズ
把

握
，

魅
力

的
な

技
術

，
発

注
者

の
負

担
を

減
ら

す
資

料
の

整
備

，

発
注

者
（
主

に
自

治
体

）

•
組

織
の

方
針

，
性

能
規

定
型

発
注

，
民

間
活

力
活

用
，

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ

受
注

者
（
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

，
建

設
会

社
等

）

•
発

注
者

や
開

発
者

へ
情

報
提

供
，

受
注

業
務

内
で

の
新

技
術

活
用

，
保

険

地
域

の
大

学
•

維
持

管
理

技
術

者
の

育
成

，
地

域
の

産
官

学
連

携
の

要
，

発
注

者
の

判
断

の
根

拠
と

し
て

の
助

言
，

新
技

術
活

用
に

関
す

る
講

義

SI
P地

域
実

装
連

携
会

議
•

地
域

実
装

の
経

験
と

ア
イ

デ
ア

の
交

換
，

意
見

発
信

8
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６．「地域のひと」に優しい技術のデザイ

ン－技術に対するニーズとは 
 

古澤 栄二（テイコク） 
牧野 徹 （大日コンサルタント） 
國枝 稔 （岐阜大学） 

 
 
 

  



 

 

 

 



「
地

域
の

ひ
と

」
に

優
し

い
技

術
の

デ
ザ

イ
ン

－
技

術
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

と
は

古
澤

栄
二

（
テ

イ
コ

ク
）

牧
野

徹
（
大

日
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）
國

枝
稔

（
岐

阜
大

学
）

1

目
的

地
域

で
使

用
さ

れ
る

た
め

の
技

術
開

発
を

行
う

に
あ

た
り

，
「

Hu
m

an
Ce

nt
er

ed
」

の
原

則
の

も
と

に
，

イ
ン

フ
ラ

分
野

で
の

技
術

開
発

を
検

証
す

る
と

と
も

に
，

そ
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

提
言

を
行

う
．

2

3

多
機

能
（
技

術
者

視
点

で
こ

ん
な

す
ご

い
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

寄
せ

集
め

）
技

術
者

の
自

己
満

足

に
過

ぎ
な

い

技
術

者
目

線
の

ニ
ー

ズ
の

例

4

局
所

化
し

た
ニ

ー
ズ

（
W

an
ts

？
）

分
業

化
が

も
た

ら
す

も
の
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「
地

域
の

ひ
と

」
に

優
し

い
技

術
の

デ
ザ

イ
ン

と
は

「
地

域
の

ひ
と

」
＝

イ
ン

フ
ラ

を
使

う
ひ

と
 地

域
の

技
術

者

「
地

域
の

ひ
と

」
 

ニ
ー

ズ
を

言
う

こ
と

が
で

き
な

い
！

（普
段

か
ら

考
え

て
い

な
い

，
不

満
は

あ
る

が
，

建
設

的
な

意
見

は
少

な
い

）

5

実
例

「
地

域
の

ひ
と

」
 

安
全

・
安

心
な

イ
ン

フ
ラ

を
求

め
て

い
る

5年
に

1回
の

点
検

を
求

め
て

い
な

い
近

接
目

視
を

求
め

て
い

な
い

高
精

度
な

点
検

技
術

を
求

め
て

い
な

い

 
こ

れ
ら

は
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
技

術
者

が
決

め
た

ル
ー

ル
，

制
度

で
は

あ
る

が
，

技
術

開
発

の
目

的
に

な
っ

て
は

い
け

な
い

の
で

は
？

6

点
検

業
務

に
お

け
る

事
例

点
検

技
術

者

・
橋

の
点

検
に

行
っ

て
い

ま
す

か
？

・
ひ

び
割

れ
の

点
検

に
行

っ
て

い
ま

せ
ん

か
？

何
が

必
要

か

「
地

域
の

ひ
と

」
 

安
全

・
安

心
な

イ
ン

フ
ラ

を
求

め
て

い
る

上
述

の
ニ

ー
ズ

に
直

接
的

に
寄

与
で

き
る

技
術

か
ど

う
か

を
判

断
で

き
る

技
術

者
の

養
成

が
必

要

8
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使
用

者

求
め

ら
れ

る
技

術
者

の
立

ち
位

置

・
イ

ン
フ

ラ

従
来

型
技

術
開

発 技
術

者

（使
用

者
の

立
場

に
立

っ
た

視
点

が
必

要
）

技
術

者

使
用

者
の

視
点

を
入

れ
る 技

術
者

が
決

め
た

ル
ー

ル
，

慣
習

，
技

術
者

目
線

の
範

囲

検
討

内
容

地
域

の
技

術
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

，
「
困

っ
て

い
る

こ
と

（
ニ

ー
ズ

）
」
を

抽
出

す
る

．
地

域
の

ニ
ー

ズ
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

明
ら

か
に

す
る

．

「
地

域
の

ひ
と

の
ニ

ー
ズ

」
を

明
ら

か
に

す
る

．

ニ
ー

ズ
を

満
足

す
る

技
術

の
あ

り
方

（
デ

ザ
イ

ン
）
を

明
ら

か
に

す
る

．

10

ニ
ー

ズ
を

考
慮

し
た

技
術

開
発

の
例

5年
に

1回
の

近
接

目
視

点
検

地
域

の
環

境
条

件
や

イ
ン

フ
ラ

の
ボ

リ
ュ

ー
ム

に
あ

わ
せ

た
維

持
管

理
（
管

理
基

準
や

頻
度

）
＋

そ
れ

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
技

術
開

発
が

あ
れ

ば
5年

に
1回

で
な

く
て

も
良

く
な

る
（
制

度
と

技
術

開
発

は
両

輪
）

11

ま
と

め 社
会

の
ニ

ー
ズ

と
社

会
の

喜
び

を
技

術
開

発
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

す
る

！

13
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７．建設過程がわかる構造物モデルの製作 

 
國枝 稔 （岐阜大学） 
木下 幸治（岐阜大学） 
八嶋 厚 （岐阜大学） 

 
 

 



 

 

 

 



建
設

過
程

が
わ

か
る

構
造

物
モ

デ
ル

の
製

作

國
枝

稔
（
岐

阜
大

学
）

木
下

幸
治

（
岐

阜
大

学
）

八
嶋

厚
（
岐

阜
大

学
）

1

背
景

2

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

元
年

の
き

っ
か

け
に

な
っ

た
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
版

落
下

事
故

設
計

，
施

工
，

材
料

，
維

持
管

理
の

各
段

階
で

様
々

な
配

慮
不

足

3
20

14
年

9月
17

日
中

日
新

聞

背
景

設
計

，
施

工
，

材
料

，
維

持
管

理
の

各
段

階
で

様
々

な
配

慮
不

足

目
的

少
な

く
と

も
・
・
・

ど
の

よ
う

に
造

ら
れ

た
か

を
知

ら
な

い
技

術
者

に
維

持
管

理
は

で
き

な
い

．

4

各
構

造
物

の
構

造
（
デ

ィ
テ

ー
ル

を
含

む
）
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

モ
デ

ル
を

製
作

総
合

的
な

イ
ン

フ
ラ

デ
ザ

イ
ン

お
よ

び
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

で
き

る
技

術
者

（
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
エ

キ
ス

パ
ー

ト
M

E像
）
の

育
成

が
必

要
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5

岐
阜

大
学

イ
ン

フ
ラ

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

と
し

て
整

備
中

盛
土

鋼
桁

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋

ト
ン

ネ
ル

6

構
造

物
群

の
イ

メ
ー

ジ

7

ト
ン

ネ
ル

モ
デ

ル

矢
板

工
法

，
N

AT
M

工
法

な
ど

の
各

段
階

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
断

面
モ

デ
ル

8

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
モ

デ
ル

PC
ｰ

T桁
橋

の
主

構
造

，
桁

端
，

支
承

，
上

縁
定

着
な

ど
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

モ
デ

ル
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9

鋼
橋

モ
デ

ル

鋼
橋

の
主

構
造

，
対

傾
構

，
溶

接
部

，
支

承
な

ど
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

モ
デ

ル
10

盛
土

モ
デ

ル

盛
土

の
断

面
，

各
種

法
面

工
な

ど
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

モ
デ

ル

11

今
後

の
予

定

教
材

と
し

て
の

見
せ

方
（
内

容
や

IT
技

術
の

活
用

）
を

工
夫

す
る

座
学

（
M

E養
成

講
座

お
よ

び
大

学
院

教
育

等
）
の

内
容

と
の

リ
ン

ク
を

再
検

証
し

，
シ

ナ
ジ

ー
効

果
を

発
揮

さ
せ

る

研
究

題
材

と
し

て
の

活
用
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戦略的イノベーション創造プログラム 

SIP ホームページ（岐阜大学）
http://me-unit.net/ 

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術 

SIP 技術説明会 

橋梁モニタリング
懸垂型ロボットカメラ 


